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≪　今日の主なニュース　≫　　　　　　　　　　　　　　   　　〜 日経ニュースなどを中心に抜粋 〜

◆8月の税収、9.6%増の8.1兆円　業績好調で法人税伸び

・財務省は8月の国の一般会計税収が前年同月比で9.6%増の8兆1898億円だったと発表。企業業績が好調で、法人税が

1兆5285億円と27.6%増。消費税は10.3%増の3兆7192億円。国内消費の増加基調に加え、輸入額の増加により税関分の

税収が好調。所得税は5.3%増の2兆1333億円。4〜8月の税収の累計は19兆1901億円で、前年同期と比べて13.5%増。

◆大企業製造業の景況感、6四半期連続改善　日銀9月短観

・日銀が発表した9月の全国企業短期経済観測調査（短観）で、大企業製造業の景況感が6四半期連続で改善。業況判

断指数（DI）はプラス24だった。前回の6月調査から2ポイント改善。大企業製造業の業況判断DIは2018年3月調査以来の

高水準となった。大企業非製造業は6月調査から2ポイント悪化のプラス35だった。悪化は5四半期ぶり。

◆9月日銀短観、利上げ継続も設備投資に堅調さ　26年度計画は7.6%増

・日銀が公表した9月の全国企業短期経済観測調査（短観）では、2026年度の設備投資額の計画が全規模・全産業で前

年度比7.6%増。6月時点の6.8%増から上方修正。利上げや緊迫が続く中東情勢が逆風となったが堅調さを維持。製造業の

伸びが8.3%となり、前回6月調査を0.7ポイント上回った。AI関連の生産能力増強に向けた投資が続いた。

≪　業界ニュース　≫　　　　　　　　〜 日経ニュース・日刊工業新聞・新建ハウジングなどを中心に抜粋 〜
◆国土交通省、建設業の供給力強化へ新事業　処遇改善やDX推進を支援

・国土交通省は建設業の供給力強化に向け、建設技能者の処遇改善や育成、建設現場の生産性向上などを一体的に支

援する新たな事業を2027年度に始める。政府が26年7月、AI・半導体や防災・国土強靱化など戦略17分野に対し、40年度

までに官民合計370兆円超の投資を見込んだことを踏まえた。今後拡大が見込まれる工場やインフラへの投資に備える。

◆フラット35の10月金利、3.830%　現行制度で過去最高に

・住宅金融支援機構は10月の「フラット35」の金利を発表。借入期間が21年以上で、購入価格に対する融資率が9割以下

の場合、最低金利は3.83%。2017年に現行制度になって以降、過去最高。9月から0.37%上がった。上昇は3カ月連続とな

る。日銀の利上げや世界的な金利高などを受けた長期金利の上昇を反映している。

◆8月着工、6.3万戸　持家は一昨年から約1割の減少

・国土交通省が公表した8月の新設住宅着工戸数は6万3974戸（前年同月比6.1％増）で、5カ月連続で増加。事業者ヒア

リングでは、着工の遅延など中東情勢の影響は見られなかったものの、8月では過去10年間では昨年に次ぐ低水準。季

節調整済み年率換算値は75万3000戸（前月比1.6％減）。2カ月連続で減少。持家は5カ月連続増の1万7713戸。

≪　注目商品　≫
■リンナイ、「DELICIA」のオプション品として「変色低減ステンレスごとくセット」

・ビルトインガスコンロ「DELICIA（デリシア）」のオプション品として、加熱による変色を抑える

「変色低減ステンレスごとくセット」を発売。ステンレスの表面に透明な特殊コーティングを施

すことで、ステンレスならではの上質な外観をより長く保持。

■傷・汚れがつきにくい金属製手洗いボウル

・ミラタップは、PVDコーティングをほどこした金属製の手洗いボウル「ヴィゼラ」を発売。金属

素材の特性を生かした薄型設計と、世界的なカラートレンドを反映した洗面空間のアクセント

になる色合いが特徴。表面のPVD加工は、ナノレベルの薄膜で金属をコーティング。

■アイカ工業　造作風洗面化粧台に3種類の新作ボウル

・造作風洗面化粧台｢スマートサニタリー｣シリーズに新しい洗面ボウルを追加。キャビ

ネット収納付き｢スマートサニタリー｣に対応するシームアンダーデザインの深型ボウル、

カラーボウルブランド｢カラフィ｣のベッセルボウルをラインアップ。


